
 
教職課程の質保証のためのガイドライン検討会議について 

 
 

令和２年１０月１２日  
総合教育政策局長決定 

 
１．趣旨 

「複数の学科間・大学間の共同による教職課程の実施体制について（報告書）」（令

和２年２月 18 日中央教育審議会初等中等教育分科会教員養成部会教職課程の基準に

関するワーキンググループ）において、今後の教職課程の実施体制の在り方として、

学内の複数の学科等の間等において授業科目や専任教員を共通化しつつ、連携・協力

して教職課程を運営できるようにすることが適当であるが、一方で複数の組織の間で

教職課程運営の責任の所在が不明確になったり、教職課程のカリキュラムの体系性が

失われたりすることで、質が低下することのないよう、 
・全学的に教職課程に責任を持つ組織体制を備えること 
・当該組織が中心となって、大学が自主的に教職課程の水準を維持・向上させてい

く仕組み（自己点検評価）を確立すること 
が必要であると提言されていることを踏まえ、これらの各大学等での取組の参考とな

るようガイドラインを作成するため、有識者会議を開催し、専門的な知見からの検討

を行う。 
 
２．検討事項 

（１）教職課程の全学的な組織体制について 
（２）教職課程の自己点検評価について 
（３）その他 

 
３．構成員 

（１）別紙の委員により検討を行う。 
（２）必要に応じ、別紙以外の者にも協力を求めるほか、関係者から意見等を聴く

ことができるものとする。 
 
４．検討期間 

検討の実施期間は、令和２年１０月１２日から令和３年３月３１日までとする。 
 
５．その他 

本会議に関する庶務は、総合教育政策局教育人材政策課で行う。 
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安部 恵美子 長崎短期大学長 
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早田 幸政 中央大学理工学部教授 
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